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全
道
屈
指
の
ト
マ
ト
産
地
め
ざ
し
て

　
関
係
者
で
安
定
確
収
を
誓
う

付
加
価
値
ア
ッ
プ
に
威
力
を
発
揮

　

低
迷
す
る
経
済
の
中
で
生
産
者
の
所
得
を
確
保
し
、
産
地
の
特
色
を
活
か
し
て
生

産
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
道
内
外
の
ト
マ
ト
産
地
で
は
生
き
残
り
を
賭
け
た
取
り

組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
町
の
高
収
益
作
物
の
エ
ー
ス
格
と
し
て
振
興
を
進

め
る
ト
マ
ト
生
産
に
向
け
た
施
策
と
し
て
、
農
業
振
興
計
画
で
の
取
得
経
過
を
踏
ま

え
た
「
ト
マ
ト
選
果
施
設
／
同
ラ
イ
ン
」
の
新
設
工
事
を
無
事
に
終
え
、
竣
工
式
が

行
わ
れ
操
業
に
入
り
ま
し
た
の
で
施
設
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

ト

マ

ト

選
果
施
設

付
加
価
値
ア
ッ
プ
に
威
力
を
発
揮

振興作物に期待の施設

糖度を測定し差別化を図る
光センサー

花園３丁目に新設の選果施設

床面積は 1,853㎡を確保

整然とした選果ライン

自動化されて処理される
ダンボール製函機

施 設 の 概 要
工事名称（建築）：平成 26 年度　美瑛町農協　
　　　　　　　　 トマト選果施設　新築工事
　　　　 （機械）：平成 26 年度　美瑛町農協　
　　　　　　　　 トマト選果ライン　新設工事
工 事 完 了：平成 27 年 3 月 13 日
設計・監理：ホクレン農業協同組合連合会
工 事 場 所：北海道上川郡美瑛町花園 3 丁目
用 　 　 途：選果工場
建 築 面 積：1,698㎡
延 床 面 積：1,853㎡
構造・階級：鉄骨造平屋一部 2 階建
　　　　　　最高高さ　8.95m
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全
道
屈
指
の
ト
マ
ト
産
地
め
ざ
し
て

　
関
係
者
で
安
定
確
収
を
誓
う

　

竣
工
式
は
浜
田
美
瑛
町
長
を
は
じ
め
竹
内
道
議
、
施

工
業
者
や
設
計
監
理
に
携
わ
っ
た
約
70
名
が
参
列
し
、

美
瑛
神
社
の
神
官
に
よ
っ
て
工
事
の
無
事
完
成
と
安

全
な
操
業
に
向
け
、
お
ご
そ
か
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

竣
工
式
で
挨
拶
に
立
っ
た
浜
田
町
長
は
「
素
晴
ら

し
い
施
設
の
完
成
で
消
費
者
に
求
め
ら
れ
る
ト
マ
ト

づ
く
り
に
ま
い
進
し
て
欲
し
い
。
生
産
目
標
の
20
億

円
の
早
期
達
成
を
心
か
ら
願
っ
て
い
る
」
と
激
励
。

　

続
く
熊
谷
組
合
長
は
「
冬
の
工
事
に
も
関
わ
ら
ず
、

無
事
故
で
完
成
し
て
頂
い
た
。
ト
マ
ト
は
高
収
益
作

物
と
し
て
生
産
者
所
得
の
重
要
な
柱
と
な
っ
て
い
る
。

糖
度
計
も
ラ
イ
ン
に
組
み
込
ま
れ
、
市
場
の
関
心
も

高
い
。
組
合
員
の
所
得
確
保
に
全
力
を
尽
く
し
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

ト
マ
ト
生
産
は
、
施
設
ハ
ウ
ス
に
よ
る
天
候
に
左

全
道
屈
指
の
ト
マ
ト
産
地
め
ざ
し
て

　
関
係
者
で
安
定
確
収
を
誓
う

新選果ラインの起動式
（写真左から浜田町議会議
長、浜田町長、熊谷組合長、
河内ホクレン旭川支所長）

町行政・農業団体など多数
の参列者で行われた竣工式

右
さ
れ
な
い
品
目
と
し
て
、
ま
た
健
康
志
向
に
よ
る

需
要
増
な
ど
安
定
作
目
と
し
て
各
方
面
か
ら
供
給
増

の
品
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
組
合
と
し
て
も
Ｔ
Ｐ

Ｐ
な
ど
の
動
向
を
見
据
え
、
農
業
振
興
計
画
で
も
メ

イ
ン
作
目
と
し
て
増
反
を
計
画
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

第
９
次
地
域
農
業
振
興
計
画
最
終
年
次
で
あ
る
平

成
30
年
の
作
付
面
積
は
60
㌶
、
生
産
量
は
６
千
９
百

㌧
で
、
販
売
目
標
額
は
21
億
４
千
万
円
と
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
目
標
達
成
に
向
け
て
大
き
な
原
動

力
と
な
る
施
設
の
完
成
に
は
生
産
者
か
ら
も
大
き
な

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

新
施
設
の
処
理
量
は
日
量
48
㌧
で
、
新
た
な
設
備

と
し
て
「
糖
度
計
」
も
併
置
さ
れ
、
新
た
な
付
加
価

値
の
創
出
や
差
別
化
に
よ
る
販
売
の
選
択
肢
が
広
ま

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

施設完成にあたって

　代表理事組合長　　熊谷　留夫

　秀峰十勝岳の裾野に広がる丘の大地美瑛に、
農の息吹が根を張り、花香る初夏の季節を迎
えました。
　そうした中、かねてから建設工事が進めら
れておりました「美瑛町農協トマト選果施設」
が完成の運びとなりました。
　この施設は、国の「平成 26 年度強い農業
づくり交付金」と美瑛町の支援を得て、各関
係機関・建設施工系統組織・関連企業各位の
特段のご理解とご協力を頂いて、進めて参
りました。ご尽力いただきました関係各位に、
衷心よりお礼申し上げる次第です。
　本町においてトマト生産は、高収益作物の
柱として、施設園芸における組合員の安定的
な所得確保に、なくてはならない重要品目と
なっており、平成 26 年度は 38.4ha の栽培
面積で 4,247 トンの収量、12 億 4 千万円の
生産高となっております。
 　このたび完成いたしましたトマト選果施
設は、ＪＡの地域農業振興計画（第 9 次中期
5 カ年）に基づき、既存施設とあわせ、トマ
ト増産計画（平成 30 年目標面積を 60ha に
設定）の核として位置づけしております。
　新しい施設は糖度計を完備し、選果能力も
従来よりさらにアップさせたもので、新たな
付加価値によるメリットを最大限に発揮し、
さらなる契約取引の拡大、価格の安定化、所
得の確保に寄与できるものと大きな期待をし
ているところです。
　今後、地域農業振興計画に掲げました、３
つの柱「生産・販売体制づくり」「人づくり・
地域づくり」「ＪＡの経営基盤づくり」を着
実に進め、希望の持てる美瑛町農業の発展と
構築に向け努めて参る所存であります。
　施設の完成を生産者共々お慶び申し上げ、
ご挨拶といたします。

ごあいさつ
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良
質
な
畑
作
物
の
生
産
に
向
け
、
タ
イ
ミ
ン

グ
の
良
い
生
産
技
術
を
施
し
て
豆
類
・
小
麦
・

馬
鈴
薯
・
ビ
ー
ト
の
畑
作
主
力
品
を
主
幹
す
る

生
産
部
会
合
同
の
現
地
研
修
会
が
５
月
25
、
26

日
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て
町
内
13
か
所
で
今
年

も
行
わ
れ
、
お
よ
そ
１
６
０
名
余
の
生
産
者
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
上
川
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
、

日
甜
上
川
中
部
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
進
め
ら
れ
ま

し
た
。
５
月
16
日
現
在
の
農
作
物
定
期
調
査
報

告
で
は
、
秋
ま
き
小
麦
の
生
育
状
況
は
５
日
早

く
、
馬
鈴
薯
の
農
作
業
状
況
で
の
植
付
け
は
平

年
比
12
日
早
、
て
ん
菜
の
移
植
も
平
年
比
６
日

早
等
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
融
雪
の
早
さ
も
手

伝
っ
て
春
作
業
の
進
捗
が
順
調
で
あ
っ
た
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

畑作３部会研修
　順調な春作業

　

馬
鈴
薯
生
産
部
会
に
よ
る
「
馬
鈴
薯
生

産
者
フ
ィ
ー
ル
ド
デ
ィ
」
が
６
月
24
日
、

Ｊ
Ａ
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
菅
野
部
会
長
が
気
象
の
推
移

や
生
育
状
況
等
に
つ
い
て
開
会
あ
い
さ
つ
を

し
ま
し
た
。
来
賓
と
し
て
上
川
農
業
改
良

馬鈴薯生産者ら
一同に介して

　

ト
マ
ト
生
産
部
会
に
よ
る
「
消
流
懇
談

会
」
が
６
月
23
日
、
Ｊ
Ａ
大
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
市
場
か
ら
７
社

８
名
の
担
当
者
が
集
ま
り
消
流
事
情
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
松
原
部
会
長
が
「
今
年

　
「
丘
の
ま
ち
び
え
い
ヘ
ル
シ
ー
マ
ラ
ソ
ン

２
０
１
５
」
が
美
し
い
農
村
景
観
を
背
景
に
６

月
14
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
エ
ン
ト

リ
ー
は
５
，
７
２
０
人
で
全
道
で
も
屈
指
の
マ

ラ
ソ
ン
大
会
に
成
長
。

　

前
日
の
13
日
に
行
わ
れ
た
交
歓
会
で
は
、
美

瑛
産
農
畜
産
品
を
利
用
し
た
ご
当
地
グ
ル
メ
が

振
舞
わ
れ
、
好
評
を
博
し
て
い
ま
し
た
。
今
年

も
ゲ
ス
ト
に
増
田
明
美
さ
ん
が
招
か
れ
大
会
に

彩
り
を
添
え
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
の
出
走
者
は
５
，
２
８
１
人
、
ゴ
ー
ル

者
数
は
５
，
０
３
４
人
で
完
走
率
は
95
・
３
％
。

Ｊ
Ａ
び
え
い
か
ら
も
若
手
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の

種
目
に
挑
戦
し
、
Ｊ
Ａ
の
Ｐ
Ｒ
に
一
役
買
っ
て

い
ま
し
た
。

　

種
目
別
で
は
年
齢
ご
と
に
ハ
ー
フ
・
ク
ォ
ー

タ
ー
な
ど
14
種
目
。
そ
れ
ぞ
れ
の
優
勝
者
に
美

瑛
米
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

エントリー 5,720 百人余
ヘルシーマラソン優勝者に”美瑛米”

普
及
セ
ン
タ
ー
大
雪
支
所
の
佐
藤
氏
、
カ

ル
ビ
ー
ポ
テ
ト
㈱
宇
都
宮
工
場
製
造
企
画

課
長
の
川
本
氏
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
の
道
産
馬
鈴
薯
作
付
け
動
向

で
は
生
食
全
体
面
積
は
１
万
５
千
㌶
余
と

な
り
、
昨
年
比
98
・
３
％
で
特
に
「
メ
ー

ク
イ
ン
」
の
作
付
減
が
特
徴
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

加
工
馬
鈴
薯
で
は
全
体
面

積
で
１
万
２
千
㌶
余
、
昨
年

比
１
０
２
・
５
％
。「
ト
ヨ
シ

ロ
」
が
前
年
割
れ
と
な
っ
た
も

の
の
、「
き
た
ひ
め
」、「
さ
や
か
」

が
堅
調
な
伸
び
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

は
例
年
に
な
い
早
い
雪
解
け
。
春
先
の
強

風
で
打
撃
を
受
け
た
も
の
の
何
と
か
形
に

な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
出
荷
最
盛
と
な
る
が
、

高
値
の
取
り
扱
い
を
期
待
し
て
い
る
」
と

訴
え
ま
し
た
。

　

消
費
地
情
勢
で
東
一
川
崎
中
央
青
果
の

長
尾
氏
は
「
現
在
、
熊
本
の
九

州
も
の
は
終
了
。
愛
知
か
ら
関

東
、
東
北
へ
と
繋
が
っ
て
い
る
が

愛
知
も
ほ
ぼ
終
了
。
美
瑛
の
ト
マ

ト
は
我
々
の
市
場
の
中
で
も
太

い
柱
と
し
て
販
売
し
た
い
。
美
瑛

産
は
質
・
量
と
も
に
向
上
し
て
い

る
」
と
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

トマト有利販売に
消流懇談会

最盛期を目前に今後の期待を込め
あいさつを述べる松原部会長

Topics

良質生産に向け、調査報告に聴き入る
生産者の皆さん（写真は北瑛地区）

会場に集まった多くの生産者の皆さん

参加した若手ＪＡ職員
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　最近の気候予測で冷夏が伝えられた。作物の
生育と気候推移は不離一体の関係にあり、気に
なるところだ。道内の水稲で例をとってみると、
昨年の作柄は１０７で平均単収は５７７㌔（道
農政事務所公表）と４年連続の豊作となってい
るものの、遅発分げつの有効化などにより青死
米が多発し、本町も例外ではなく生産者所得に
打撃を与えた。道農政部は近年のコメづくりの
傾向と注意点を示し、気候変動を繰り返し温暖
化へと進む傾向には「基本技術と迅速な対応が
不可欠」としている。
　品質においても青死米や白未熟粒の多発によ
り調整作業に手間取り１等米の生産に苦労した。
これは主産地上川に限らず全道的な傾向でもあ
った。近年の気候は夏期にかけての高温傾向が
作柄を安定させている反面、作期中に数回は遭
遇する低温や寡照の時期が少しでもズレてしま
うと作柄が著しく低下するという危険をはらむ
年も多い。昨年の１年を通じて分析すると「寒
暖の変化や小雨と多雨の繰り返しで長期にわた
る日照不足など特筆される」とし、結果的に安
定した推移と思わせるものの、気象変動の多い
年であった。
　今後特に注意を促しているのは「障害型冷害」
への備えで、遅延型冷害の危険性は低くなるも
のの、不稔が多発するような障害型のリスクは
残り、障害型冷害を回避する肥培管理を呼びか
けている。ポイントに挙げるのは、地域間によ
って低温域の出現には差が見られても耐冷性を
低下させない肥培管理としての深水管理、ケイ
酸の施用は継続していくことが重要としている。
　病害虫の発生も従来より初発が早まり、高温
化での活動の活発化を予測している。確実な予
測のできない気候推移には決め手となる対応は
難しいものの「基本技術と状況に応じた対応」
をとるしかない。

天候不順に負けない作物づくり
決め手は基本技術

　農水省はこのほど６月３日現在の平成 26 年産収入減
少影響緩和対策（ナラシ対策）の支払い見込みを公表
しました。平成 26 年産の米価が大幅に下落した影響で、
この対策による収入減少の補てん総額は、制度発足以
来、最大の 514 億 7,200 万円に達し、このうち北海道
内の補てん総額も 84 億 9,500 万円と、天候不順で米・
畑作物とも大きな打撃を受けた平成 21 年産の 86 億
700 万円に次ぐ高い水準が見込まれています。
　また、コメのみで試算した道内の 10㌃あたり補てん
単価は 10.836 円で作況の良さなどから全国平均の補て
ん基準を大きく下回るものの、60㌔あたりに換算する
と、1,100 円超の補てんとなり、同対策の効果が一定
程度発揮されることになります。
　公表では全国の加入件数６万９千件余に対し、支払
い見込みはその８割強。
道内は米価下落の影響を
受けない畑作農家もこの
対策に加入していること
から、支払件数見込みは
約６割とし補てん総額は
85 億円弱で、都道府県
別では最も多くなってい
ます。

北海道内の補てん総額は 85億円
平成 26年産ナラシ対策の支払い見込み／農水省

平成 26年産　ナラシ対策支払見込み（平成 27年 6月 3日現在）

加入件数

（件）

支払件数
見込み
（件）

補てん総額
見込み

（百万円）

（参考）
米の 10a 当たり

補てん単価
（円／ 10a）

全　国 69,741 57,975 51,472 22,157

北海道 18,830 11,495 8,495 10,836

※加入件数は平成 26 年 7 月 31 日時点の積立金納付者件数
※コメの 10a 当たり補てん単価の推計は 20％コースの場合。コメの

みで試算したもので、実際の支払いでは麦・大豆等との合算相殺が
ある
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◆本田（置き苗の早急な処分）
　補植用の置き苗は伝染病となるため、堆肥化
するなど早急に処分する！

【写真①】

◆畦畔（ゴミ処分）
　畦畔のゴミも伝染病となるため、早急に処分
する！

【写真②】

◆水田内見回り時期
　プラスタム（北海道病害虫防除所）
　（http://www.agri.hro.or.jp/boujosho）
■感染好適日の約 1 週間後に見回り
■幼穂形成期 5 日後頃は見回り強化
■病斑を発見したら【写真③④】、直ちに茎

葉散布
　● MBI-D 剤（商品名：デラウス・ウィン・

アチーブおよびこれらを含む混合剤）の
効果が心配される圃場では、使用しない。

　● Qo 剤は一般圃場では 1 回以内とし、採
種圃場では使用しない。

◆見回り場所・方法
■いもち病が発生しやすい場所
・昨年の発生場所　　
・葉色が濃い場所
・風通しが悪い場所
■株をかき分け下葉を重点的に

観察する
　【写真③④】

いもち病の耕種的防除

いもち病の早期発見のチェックポイント

第1098号　平成27年7月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日 （第３種郵便物認可）
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【全体運】取るに足りないことでイライラしやすい
かもしれません。一人の時間を持てば、リラック
スできるはず。趣味に励んで

【健康運】けがに注意して。慎重に行動しましょう
【幸運を呼ぶ食べ物】カボチャ

【全体運】コミュニケーション運が上昇。初対面の
相手とも、すんなり親しくなれそう。習い事を始
めるのも良い刺激に

【健康運】話題のダンスや体操などに挑戦すると吉
【幸運を呼ぶ食べ物】シジミ

【全体運】優雅に過ごせる期間。やるべき作業を
早めに片付け、プライベートタイムを充実させて。
グルメ堪能もお勧め

【健康運】運動不足解消に散歩などの軽い運動が◎
【幸運を呼ぶ食べ物】タチウオ

【全体運】アクティブに動き回れる月。初めてのこ
とにもぜひチャレンジを。行ったことのない場所
に出掛けるのも正解

【健康運】疲れを感じたら、ぐっすり眠るのが一番
【幸運を呼ぶ食べ物】桃

【全体運】珍しく優柔不断になってしまう傾向あり。
信頼できる人に助言を求めてみて。気分転換に
は露天風呂が最適

【健康運】生活リズムが乱れがちに。見直しが大事
【幸運を呼ぶ食べ物】ナス

【全体運】好奇心をくすぐられる出来事が多い時
期。興味を引かれたら、早速情報集めを。ショッ
ピングは通販につき

【健康運】ストレッチで体を動かし血行促進を
【幸運を呼ぶ食べ物】パプリカ

【全体運】自分の考えに固執し、視野が狭くなる暗
示。柔軟性を示せばうれしい新発見が。森林浴で
のリフレッシュも有効

【健康運】ストレスを感じがち。深呼吸を心掛けて
【幸運を呼ぶ食べ物】ミョウガ

【全体運】行動力が増しフットワークが軽くなりそ
う。未体験ジャンルの勉強を始めたり、意欲的
に自分の世界を広げて

【健康運】スポーツ上達率アップ。大いに楽しんで
【幸運を呼ぶ食べ物】ゴーヤー

【全体運】物事を深刻に受け止めやすいよう。持
ち前のユーモアセンスを生かして。お笑いや落
語を見ると開運の呼び水に

【健康運】無理は禁物。不調を感じたら休むこと
【幸運を呼ぶ食べ物】かます

【全体運】波にのったときと停滞しているときの
落差が激しいでしょう。気持ちの切り替えを上
手に行って。音楽鑑賞も効果的

【健康運】根を詰めず、気楽にやるのが安泰の秘訣
【幸運を呼ぶ食べ物】オクラ

【全体運】神経質になり、周囲とのいざこざが増え
る可能性が。口うるさくせず、見守るのが賢明。花
をめで、気晴らしを

【健康運】暴飲暴食にご用心。腹八分目を目標に
【幸運を呼ぶ食べ物】カンパチ

【全体運】わくわくするような出来事に縁がありま
す。レジャーに誘われたら気軽に参加して。旅
行の幹事役も適任です

【健康運】スポーツにトライを。運気上昇は確実！
【幸運を呼ぶ食べ物】ウニ
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中古農機常設展示場
サマーフェアの

開催日程のお知らせ

臨時休業のお知らせ

秋の繁忙期前に
農機具の点検整備を・・・

ケット水分計の
点検・検定を実施します

研修センター　☎ 92-0588

研修センター　☎ 92-0588

研修センター　☎ 92-0588

　美瑛神社祭典により、臨時休業とさせていただ
きます。
　なお、美瑛選果、給油所およびファームランド

（生産資材課を除く）は通常営業いたします。

　研修センターでは、春の使用後のプラウやロー
タリーなどの農機具と、これからの作業を控えて
いる収穫作業機の修理を受付けています。
　未整備の農機具等が有りましたらお早めにご連
絡、ご相談下さい。

　研修センターでは、ケット水分計の点検・検定
を受付け致します。
　より正確な測定を行うために、ケット水分計の
点検・検定を年一回受けましょう。
　点検・検定を希望される方は 7 月 6 日（月）
までに研修センターへご持参下さい。

検定調整料金 １台 2,160 円（税込）

　

《開催日程》
・7 月　9 日（木） アルーダふらの
・7 月 17・18 日（金・土） アルーダ日高西部
・7 月 23 日（木） アルーダべつかい
・7 月 30 日（木） アルーダ士別
・8 月　5 日（水） アルーダ後志
・8 月 6・7 日（木・金） アルーダ長沼
・８月　７日（金）　 アルーダしべちゃ
・８月１９日（水） アルーダ道央
・８月２０日（木） アルーダ十勝
・８月２８日（金） アルーダ網走
　　　
※各開催日は変更になる場合があります。
お近くの JA またはインターネットのホームペー
ジでお確かめの上、ご来場下さい。
www.aruda.hokuren.or.jp/  『アルーダ』で検索

７月25日（土）
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店頭給油で、“オリジナル
ガイドマップ ZigZag”

プレゼント！

研修センター　☎ 92-2157

　ホクレンＳＳ（給油所）では、“オリジナ
ルガイドマップ ZigZag”、のプレゼントを
下記の内容で実施いたします。

配布期間：７月15日（水）～８月31日（月）
レシート対象期間：７月15日（水）以降　

※１４日以前は対象外となります。
場　　所：ホクレン美瑛北町給油所
　　　　  大町セルフ給油所
内　　容：対象期間中の給油レシート５０㍑分

で１冊プレゼント！
　今回は、人気アニメ“ONE PIECE（ワンピ
ース）”とのコラボの全３種類！

※数量限定の為、無くなり次第終了とさせて頂きます。

☎ 92-3455　FAX92-3488

コードの先端にはシガープラグがついております。
シガープラグには点滅パターン切替スイッチがついて
いるので、状況に合わせ即座にパターン選択・切替が
可能です。
電源 :　　DC 12 ～ 24V
消費電力 :　　43.0W
幅 :　442㎜　奥行 :　184㎜　質量 :　2.1㎏

　　　　　日動　LED 車載用警告灯
　　　NY9354　￥37,905( 税別）

26種類の音とＬＥＤフラッシュで獣を激しく威嚇。

スピーカーが独立、本体から離れた場所に設置可能。
バッテリー残量がなくなると LED が点滅してお知らせ
音声は最大 100 ｄＢで音量は自由に調整可能。

電源 : １２Ｖカーバッテリー
運転時間 :24 時間運転時で約 6 日間使用可能

　　　　　協和テクノ　獣用心棒 
　KMN-2　￥ 57,240（税込）

農機具や大型機械・倉庫内の安全確保に。
電池式なので配線がありませ
ん。また、マグネット式で設置
も簡単。
LED 採用モデルです。

電源 :　単 3 乾電池 2 個
点灯時間 :　回転　約 400 時間

点滅　約 500 時間
高さ :　75㎜　質量 :　152 ｇ

従来の回転灯に変わる、高輝度の車載用警告灯！

　　　　　日動　電池式 LED 回転灯
　　　NU-AY　￥4,800（税込）
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　道農政部は 6 月 15 日現在の全道の農作物の生育状況を発表し
た。各作物とも平年並みからやや早めに推移し今のところ順調だ。
わが町においても水稲・小麦・馬鈴薯・てん菜・小豆ともやや良
から並となっている。主幹作物のひとつの小麦の収穫までひと月
足らずとなった。何とか良好な型で夏作物の収穫本番を迎えたい
ものだ。
　予断を許さないのが TPP の行方だ。幾度となく国会決議につい
て重要 5 品目の「聖域」をどう守れるか１番の気がかりだが、農
業分野だけでなく金融・医療など 21 項目もあることを忘れてはな
らない。

748 人

1,834 人

230 億２千万円

74 億 9 千万円

 11 億 0 千万円

36 億８千万円
（平成 27 年 6 月末）

発生件数　　4 件（８件）　《 4 件》
　　負傷　　4 人（８人）　《 4 人》
　　死亡　　0 人（０人）　《 0 人》

（　）は 27 年度累計　《　》は昨年同期累計

（6月 20日現在）

７

　2日（木） 女性部町外研修
麦作部会町外視察研修会（～３日）

8日（水） フレッシュミセス会研修会

　9日（木） 稲作部会町外研修会

　15日（水） 種子馬鈴薯組合員視察研修（～16日）

　25日（土） 臨時休業（美瑛神社祭）
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職員の動き（退職）　お世話になりました　
【6月30日付　敬称略】（　）内は退職前の所属部署と勤続年数　

■小　椋　　　聡　（総務部　管理課／５年３カ月）　

熊
谷

留
夫

総
合

企
画

部

第2回理事会　6月2日（火）

■議案審議事項
議案第１号　理事者に対するクミカン口貸越極度額

の設定について
・原案どおり承認されました。
議案第２号　余裕金運用規定の変更について
・原案どおり承認されました。
議案第 3号　関係団体への出資金の拠出について
・原案どおり承認されました。
■協議事項
①理事地区分担に係る補佐職員について

　　道が営農技術対策
　　　　低温懸念に対応

　道は６月 23 日、営農技術対策として気象情報に特に注意を呼び
かけています。それによりますと６月下旬から７月上旬にかけてか
なりの低温になる懸念があり、水稲では深水管理などの対策を促す
こととしています。
　７月上旬は、水稲の花粉数を決める大切な期間であり、水管理の
上では、深水管理の準備として、畦畔の崩れた部分や漏水個所の点
検と補修を呼びかけ、水温を低下させる急激な入水は控え、計画的
な水の取り入れに努めるべきだとしています。　
　幼穂が２㍉となった幼穂形成期から 10 日間の「前歴期間」は、
水深５㌢程度から徐々に 10㌢までの深水とし、入水は夜間から早
朝にかけて行う。昼間は必ず止め水にして水温の維持・上昇を図る
こととし、天気の悪い時は入水を極力避け、徐々に深水とし圃場を
冷やさない工夫も必要としています。（詳細／道技術普及課ＨＰ）

第3回理事会　6月22日（月）

■議案審議事項
議案第１号　第１四半期定例自治監査改善事項につ

いて
・原案どおり承認されました。
議案第２号　外部出資の増口について
・原案どおり承認されました。
議案第 3号　ディスクロージャー誌の策定による開

示について
・原案どおり承認されました。


